
  時刻修正を始めるためにはSET ボタンを約２秒間押してく
ださい。“年”の数字が点滅します。UPボタンまたはDOWNボ
タンを押して修正してください。
　
  SETボタンを一度押します。月と日の数字が点滅します。
UPボタンまたはDOWNボタンを押して修正してください。一回
押すごとに日付数字が一つ変わります。月末／月初を越える
か、遡ると月が変わります。

  SET ボタンを一度押します。時と分の数字が点滅します。
UP ボタンまたはDOWN　ボタンを押して修正してください。
一回押すごとに１分変わります。分が“００”を越えると時
の数字が変わります。

  SETボタンを押してください。これで修正（セット）作業
は終了します。

注：
・修正中にUPボタンまたはDOWNボタンを約２秒間押すと早送
りが出来ます。
・修正中に約３０秒間放置すると、修正を自動的に終了しま
す。

  この機能は周囲が暗い時に電気の消費を最小限に抑える
機能です。時計の周囲が暗い時、時計はバッテリーの消費
を少なくするために“パワーセーブ（省エネ）モード”に
入り、ディスプレイからすべての表示が消え、“
Ｅｃｏ－Ｍｏｄｅ”マークだけになります。周囲が再び明
るくなると、ディスプレイは正常に戻ります。

注：
・時計がパワーセーブ（省エネ）モードから正常に復帰す
ると、数秒後に温度、湿度が表示されます。パワーセーブ
（省エネ）モードでは温度と湿度センサーが停止するから
です。時計が正常の機能に戻ると温度と湿度センサー機能
が再び働き、現在温度と湿度を約３秒後に表示します。

・パワーセーブ（省エネ）モード中に
ＳＮＯＯＺＥ／ＬＩＧＨＴボタンを押すと、ディスプレイ
は正常に戻り、約４秒間明るく光り、暗い中での読み取り
が出来ます。（ＳＮＯＯＺＥ／ＬＩＧＨＴボタンを押した
後２～３秒後に温度と湿度が表示されます）。その後、時
計は再度パワーセーブ（省エネ）モードに戻ります。

  時計をご使用になる前に
  この時計は、十分な明るさの状態で発電された余剰ソーラ
ー電力を蓄えるための充電式バッテリーを内蔵しています。

  輸送中や保管中のバッテリーの自然放電を防ぐため絶縁体
（テープ）を備えています。時計を最初にご使用になるとき
は、本体底部にある絶縁テープを慎重に引き抜いてから
RESET ボタンを一度押してください。一瞬ディスプレーに全
ての表示要素が現れ、続いて正常使用の表示に変わります。

  重要事項：時計を箱から取り出した際に、まだバッテリー
絶縁テープがついた状態でも時計がソーラー電力で動き始め
、デジタル表示の一部が現れることがあります。この状態で
絶縁テープを引き抜くと、時計は正しい駆動をしないことが
ありますので、絶縁テープを引き抜いてから必ずRESETボタ
ンを押してください。

  時刻電波の受信
時計はリセットされると自動的に時刻電波をサーチし始めま
す。信号をサーチしているとき文字盤上部の電波信号マーク
が点滅します。電波信号を受信、認識すると、時計は現在時
刻を表示します。電波信号マークが３本のバーを表示し（点
滅は停止）、時刻の同期化が完了したことを表します。

注：電波信号の受信中に時刻または日付が手動で修正される
と、受信は直ちに停止します。

上面図
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底面図

バッテリー絶縁テープ：
ご使用前に慎重に引き抜いてください

  重要事項：バッテリー絶縁テープを引き抜くとき、まれにテープ
が切れたり、完全に取りきれない場合があります。この場合はドラ
イバーを使って電池蓋を開け、充電バッテリーを取り出し、残って
いる絶縁テープを取り除いてください。そのあとバッテリーを＋－
表示に従って挿入し、電池蓋を閉じ、ドライバーでネジをしっかり
締めてください。このあとRESET ボタンを一回押してからご使用く
ださい。

この内蔵の充電バッテリーは必ずこの時計にお使いくださ
い。また必ずこの時計を使用して再充電してください。決
して外部の充電器で充電しないでください。

内臓の充電式バッテリーを他の充電式バッテリー、或い
は通常の電池と交換しないでください。

電池蓋

  この時計は時刻電波信号を受信することにより機能するた
め、ご使用場所によっては電波信号が弱く、正常に受信でき
ないことがあります。このような場合には受信マークが消え
、受信に失敗したことを表します。

ＳＮＯＯＺＥ／ＬＩＧＨＴボタンを押すとバックライトが
約４秒間点灯します。

  アラーム時刻の修正／設定を始めるにはUPボタン、または
DOWNボタンを一度押してください。カレンダー表示部にアラ
ーム時刻が点滅表示されます。そこでＵＰボタンまたは
ＤＯＷＮボタンを押して修正してください。どちらのボタン
も一度押すごとに１分修正されます。
“００”分を過ぎると時が変わります。修正中にＵＰボタン
またはＤＯＷＮボタンを約２秒間押すと早送りが出来ます。

  アラームの時刻修正後にアラーム設定は５秒後に自動的に
終了します。

  アラーム・スヌーズ機能
アラームを使用するためにＡＬＡＲＭ　スイッチを“ＯＮ”
に設定するとアラームマークが表示されます。時刻がアラー
ム設定時刻になると、アラーム音が（最長約５分間）鳴りま
す。ＳＮＯＯＺＥ／ＬＩＧＨＴボタンを押すとバックライト
が点灯（点燈）、アラームは停止します。そして約５分後に
再度アラームが鳴ります。アラームが鳴り約５分後に停止す
ると、自動的にスヌーズ機能が働き、約５分後に再び鳴りま
す。スヌーズ機能を止めてアラームを完全にとめるには
ＡＬＡＲＭスイッチを“ＯＦＦ”にしてください。

注：
この自動アラーム・スヌーズ機能は最大８回まで繰り返し、
その後は停止します。

パワーセーブ（省エネ）モード状態



デジタル表示：時刻/日付/曜日/温度/湿度
時計精度：平均月差+/-30秒以内（常温出の使用時）
（電波受信による時刻修正を行わない場合）

使用温度範囲：0 C ～ +50 C
使用電力：ソーラー発電（1.5V充電用バッテリー内臓）

受信電波：標準電波JJY
週波数：40KHz / 60KHz（自動選局）
電波受信機能：自動受信（午前2時から3時間ごと、次回
の受信までクオーツの精度で動いています。）

温度表示：-9 C ～ +50 C
         （-9 C以下はLL表示とあります）
         （＋50 C以上はHH表示とあります）
温度表示精度：+/-2 C
湿度表示：室温0 C ～ +50 Cで湿度は20 ～ 90%
          (20%以下はLL表示とあります)
         （90%以上はHH表示とあります）
　　　 　（室温0 C ～ 50 Cの範囲外は--%表示とありま
           す）
湿度表示精度：+/-7%

アラーム音最長継続時間：約5分
アラーム間隔：約5分

パワーセーブ（省エネ）機能


